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重症心身障害児（者）における在宅支援サービスの

利用に関する研究

山脇 明美 村嶋 幸代

目的　通園重症心身障害児の在宅ケアのあり方を検討するために，在宅支援サービスの利用の実態を明らか

にする。

方法　東京都および神奈川県の通園型重症心身障害児（者）施設8ヵ所に在籍している重症児174人に施設

への留め置き郵送法で，調査した。対象は，回答の得られた113人である。概念枠組みとしてAnder-

senの行動モデルを用いた。

結果　(1)対象者の年齢分布は7歳から17歳を除いた2歳から50歳に分布していた。「超重症児スコア」は，

平均5.8，標準偏差8.4であった。母親が主介護者であるのは，97％であり，高齢化しても母親が介

護者であった。

(2)入所型サービスは半数以上が利用しているのに対し，訪問看護サービスは28.3％，ホームヘルプは

7.7％のみであった。

(3)訪問看護サービス利用者では「超重症児スコアー」および「介護者の健康状態」が有意に高かった。

介護者は，訪問看護サービスに家庭看護の代替を求めていた。一方，入所サービスの利用者は「日

常生活介助の困難感」，「医療処置の困難感」が高く，介護負担の軽減が求められていた。

(4)重回帰分析の結果，在宅支援サービス利用の合計数は，「日常生活介助の困難感」および「超重症

児スコアー」のみが示された。

結論　訪問看護には，「重症児への，医学的知識を含んだ質の高いケア」，「介護者の健康管理」が期待され

ていた。介護者自身の高齢化が進むなか，今後さらに訪問看護サービスを充実し，介護者の負担を軽

減させ，在宅生活を支援していくことが必要である。

Key words : 重症心身障害児・者，在宅支援サービス，Andersenのモデル，訪問看護サービス




























